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論 文 内 容 の 要 旨
本研究は，上顎前歯部に重度の叢生maxillary anterior crowding（以下，MxAC）を伴うAngle Ⅰ級成人女性患者
の頭蓋顔面形態の特徴を明らかにすることを目的とした。上顎歯列弓に適合した四次多項式曲線を基準として，両側の
犬歯と側切歯の転位量を評価して選択したMxAC群（平均年齢 ２３．３±３．８歳）と，正常咬合とバランスのとれた側貌
を伴う control 群（平均年齢 ２０．７±２．３歳）の女性各３３名を対象とした。側面セファログラムにおける２４項目と上顎口
腔模型における２０項目の分析を行い，両群間で比較検討した結果，以下の結論を得た。
１．歯冠近遠心幅径は，中切歯から第二小臼歯までの歯種でMxAC群が有意に大きかった。
２．第一・第二小臼歯間と第一大臼歯間の歯列弓幅径，および犬歯部と第一・第二小臼歯部の歯列弓長径は，MxAC
群が有意に小さかった。
３．MxAC群は，頭蓋底の長さおよび上顎骨の前後径が有意に小さく，頭蓋底角が有意に大きかった。
４．MxAC群は，上前顔面高と前顔面高は有意に小さかったが，頭蓋に対する下顎下縁平面および口蓋平面の角
度，口蓋平面に対する下顎下縁平面の角度は有意に大きかった。
論 文 審 査 の 要 旨
本邦では八重歯として知られている犬歯と側切歯の唇舌的な位置異常を伴う上顎前歯部叢生は，審美障害を訴えて来
院する成人女性患者で頻度が高いものの，その頭蓋顔面の形態的特徴については不明な点が多い。本研究は，側面セ
ファログラムと上顎口腔模型の分析により，MxACを有する不正咬合者は大きな歯冠近遠心幅径と小さい歯列弓幅
径・長径，前後的に短い頭蓋底と大きい頭蓋底角，小さい前顔面高，ならびにハイパーダイバージェントの骨格型を示
すことを明らかにしている。これらの知見は，この不正咬合の早期発見につながる可能性があり，診断や治療計画の立
案に対する重要な情報を与えており，歯学に寄与するところが多く，博士（歯学）の学位に値するものと審査する。
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